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1. まえがき

　パワーエレクトロニクスは従来の産業機器，鉄道車両な
どのモータコントロール分野から，近年ではハイブリッド
カーや電気自動車での CO2削減，また太陽光，風力発電な
どの新エネルギの電力変換分野など，新たな分野における
適用が進んでいる。そのためパワーエレクトロニクスシス
テムに対し，システム化，高効率化，使用環境の多様化が
進んでいる。
　このような方向性の中で，パワーエレクトロニクス実装
技術に対しては，
　①システム化・小型化
　　（回路技術，センサ搭載技術）
　②高耐熱・高耐圧化
　　（材料技術，接合技術，絶縁技術，封止技術）
　③大電流化
　　（低インダクタンス技術，放熱技術，冷却技術）
の技術革新が求められることが予想される。
　本研究会では，これらの必要技術を確実に実現するため
パワーエレクトロニクス適用分野の将来像からパワーエレ
クトロニクス実装技術のロードマップを明らかにする研究
の場を提供，またロードマップ実現に必要な最新技術を共
有化し関連研究・関連産業技術の活性化に貢献すること目
的とし 2014年 10月に発足した。

2. パワーエレクトロニクス研究会における取組

　本研究会では 2015年 1月より，パワーエレクトロニクス
に関連する研究会を開催，活発な意見交換をおこなってい
る。
　世界的な流れとして，2014年 1月にアメリカ，オバマ大
統領が，ノースキャロライナ州立大学にて製造技術革新研
究所の創設構想を発表している。これはシリコンベースの
パワーエレクトロニクスと合わせ，今後 5年間でコスト競
争力のあるワイドバンドギャップ半導体にすることによる
次世代の効率性の高いエネルギに注目している。日本にお
いても，パワーエレクトロニクスは内閣府の戦略市場創造

プランに盛り込まれており，NEDO事業としてもパワーエ
レクトロニクス事業に関する採択が増加している。
　本学会春季講演大会における，パワーエレクトロニクス
の発表件数の推移を図 1に示す。このようにパワーエレク
トロニクスに関しての関心が高まって来ている事が判る。
　研究会における主な内容としては，パワーエレクトロニ
クス装置の分解を行い，構造，実装技術，部品構成につい
て調査を実施している。15年度は，産業用インバータ，ハ
イブリッド電気自動車インバータの分解を行いパワーエレ
クトロニクスアプリケーションによる部品，実装技術の比
較を実施した。またパワーエレクトロニクスの基幹部品で
あるパワー半導体モジュールについても同様にパワーエレ
クトロニクスアプリケーション毎に，分解調査を実施し適
用されている実装技術，部品材料，回路設計について調査
をおこなった。
　また公開研究会は「パワーエレクトロニクス・パワーデ
バイス実装のイノベーション」と題し，パワーエレクトロ
ニクスおよびパワー半導体における産業技術への要求か
ら，デバイス技術，パワーモジュール半導体のパッケージ
ング技術，高パワー半導体向け接合技術，の動向について
報告を実施した。さらに SiCパワー半導体の適用が注目さ
れている鉄道分野におけるパワーエレクトロニクス技術に
ついて講演を依頼し，パワーエレクトロニクスアプリケー
ションから，材料技術までパワーエレクトロニクスサプラ
イチェーン全体を見据えた議論を実施した。

パワーエレクトロニクスにおける実装技術の展望と現状

Recent Progress and Prospect of Jisso Technology for Powerelectronics

パワーエレクトロニクス研究会

特集／エレクトロニクス実装技術の現状と展望

図 1. 春季講演大会でのパワーエレクトロニクス関連の発
表件数


